
 

平成２８年１月２１日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

「国際火山噴火史情報研究集会」 

（阿蘇カルデラの防災・減災の取り組み）を開催 
 

平成２６年（2014 年）御嶽山や平成２７年（2015 年）口永良部島、箱根山など火山活動の活発化を

背景に全国で火山防災への議論が行われている中、阿蘇山でも平成２７年９月１４日に第一火口で噴火

が発生し、火山噴火警戒レベル導入後、初めてレベル 3(入山規制)への引き上げを経験するなど活動的

な状況が続いています。近年の火山災害の経験を踏まえ被害を軽減するためには、観測体制の強化や噴

火メカニズムの詳細解明のほか、住民のみならず観光客をも含めた避難計画の策定や防災・減災教育な

ど，これまで以上に幅広い分野での対策が求められています。本研究集会は、研究、行政、教育など阿

蘇火山の防災に関連する機関や個人が一同に集い、最新の学術研究や防災・減災研究の現状を把握する

とともに、それらを行政運営や市民生活に生かす効率的･効果的な体制づくりを目指し開催されます。

なお，講演では北海道有珠山での噴火予知（2000 年）とその後の防災活動に携わる岡田弘（北海道大名

誉教授）や、斜面災害を長年研究されてきた横田修一郎（島根大学名誉教授）の特別講演を予定してお

ります。災害時に大きな役割が期待される報道機関の方々には、広く一般の方へお知らせいただくとと

もに、当日の議論にもご参加いただければと思います。 

講演プログラムなど詳細はこちらをご参照ください。 http://iresc.kumamoto-u.ac.jp 

 なお、本研究集会は１月２３日（土）に福岡大学にて開催される｢国際噴火史情報研究集会（九州の

火山学の将来を考える―基礎研究から防災までの人材育成）との連動企画です。 

http://www.fukuoka-u.ac.jp/press/16/01/14110404.html （福岡大学プレスリリース） 

記 

【日  時】平成２８年１月２４日（日） ９：００～１７：３０ 

【場  所】熊本大学工学部 1号館３階スタジオ（熊本市中央区黒髪 2-39-1） 

【対  象】一般の方 （定員：100 名） 

【参 加 費】無料（当日会場での受付のみ） 

【主  催】西日本火山活動研究集会 

      福岡大学産学官連携研究機関国際火山噴火史情報研究所 

      熊本大学大学院自然科学研究科附属減災型社会システム実践研究教育センター 

【交通手段】駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学大学院自然科学研究科 

附属減災型社会システム実践研究教育センター 

担当：竹内・鳥井・渡邉  TEL：096-342-3489 
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